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■坪井善勝先生とともに
　「表題から施工者について語るのかと思いました」
と，開口一番おっしゃったのは，力体工房を主宰す
る構造設計者の岡部喜裕さんだ。筆者の本業が建
設会社なので応援の意味を込めて「施工者に幸あ
れ」と覇志堂がネーミングしたことをお話しする。さて，
この「覇志堂」だが「誰？」といわれることも多いの
でこの機会に説明する。建築技術代表取締役の橋
戸幹彦がその人なのはお察しのとおり。祖父の代に
岐阜県神岡町（現飛騨市）で和菓子屋を営んでおり，
その屋号が「覇志堂」。登場するときはその名で…と
いう訳です。
　岡部さんは群馬県伊勢崎の出身で，前橋高校から
日本大学理工学部に進んだ。4年生になってゼミを探
す。斎藤公男さん（本コラム第61回）が高校の先輩
とわかりお願いした。ところが斎藤研究室は大人気
だったという。入り込む余地は少なかったが，なんと
か潜り込む。今も昔も面倒見のよい斎藤先生が坪井
研究室を紹介してくれたおかげで，研究科建築学専
攻を修了できたのは「ラッキー !」なのでした。
　1977年には，建築工学会坪井善勝研究室に入社
して，1979年に株式会社となった坪井善勝研究室に
引き続き勤務し，1990年に独立
するまで13年間の長きに渡り坪
井先生との縁は続いた。「坪井
先生に計算の具体的な仕方を
教わったことはないが，物の考
え方は教わりました」。
　その時代の大構造家がやはり
大物だというお話しは，オフレコも
多いけれどその触りだけお許し願
おう。夕方5時くらいになると事務
所の下にハイヤーを呼んで，そ

れから10時くらいまでウイスキーを片手に構造談義。話
し相手には近くに事務所があった構造家の青木繁先
生を呼ぶこともあったという。大御所の構造談義を聞く
贅沢な時間を過ごした岡部さんだった。「仕事がないと
きは沢山の蔵書を自由に見られた」。東京国際カルカレ
ッジや東京理科大学で長年講師を務めたときに生きた
に違いない。まさにラッキーな構造の修業時代でした。
■カリヨン塔
　坪井研究室では，神慈秀明会の神苑教祖殿と研
修棟（設計：ミノル・ヤマサキ），カリヨン塔（設計：
I・M・ペイ）の構造設計に参画した。塔はRC造＋
SRC造＋S造で，先端のS造は中空で船舶と同じよう
につくられた。階段は壁に沿ってらせん状に登って行
く。岡部さんにとっては一番思い出に残っている仕事。
　MIHO美術館（設計：I・M・ペイ）や長岡文化
創造フォーラム，ヴァレオユニシアトランスミッション厚
木工場（設計：岡部憲明アーキテクチャーネットワーク）
など，これまで携わってきた仕事の話は尽きない。
■楽しい設計目指す
　「構造設計者は計算に溺れず，実際の建物を想像
して欲しい。これからの構造設計者も先人がやってき
たような実験や経験値から知見して検討して欲しい
のです」。壊れる様子を想像せずに計算＝設計のよ
うな雰囲気の現代に苦言を呈する。「確かにいいとき
に仕事をしてきましたね」と覇志堂。マニュアルをみ
ることしかしない世代に疑問をもつ二人です。
　“群馬県人熱しやすくて冷めやすい？” らしく，一
時期は自転車に凝っていたという。1時間くらい平気
で通勤もしていたし，今も3台の自転車を乗り回す。
最近ではXaphoon（ザフーン）という楽器に挑戦中

だという。ボケ防止のためにとい
うが，苦手な音楽を克服しようと
岡部さんは，それを実践する。「知
らない世界を見るのがいいのか
な」，坪井先生が教えた全体を
見るという物の考え方が生きてい
るのかもしれない。「短期間でも，
つくる喜びを感じられ，愉しく，
設計や施工ができるとよいので
すが」今も若 し々い現役の構造
設計者だ。
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バックナンバーをご希望の方は最寄りの書店か直接弊社へお申し込み下さい。
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特　集

わかっているつもりだけの換気
新築住宅の1割をZEHが占め，換気の省エネへの関心が高ま
っている。本特集は熱交換換気，第3種換気，建物の気密性，
メンテナンスなど，換気の疑問に答える基本知識と学識者の研
究成果を提供■監修：南 雄三＋田島昌樹

■連載：RC造建築物の構造設計における変形モード・変位制
御　第1回／葬送のデザイン　第1回／施工者に幸あれ　第
85回／ほか
■architectural design【とらや赤坂店／福井県年縞博物館】
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本体
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特　集

設計者が知るべき木造建築物の
腐朽・蟻害対策の勘所
本特集では腐朽・蟻害の基本事項と，設計時に配慮すべき項目
を解説する。具体的な設計事例を紹介し，実際の納まりや設計
上の注意点を説明■監修：中島正夫

■連載：RC造建築物の構造設計における変形モード・変位制
御　第2回／葬送のデザイン　第2回／新時代を拓く最新施
工技術　第112回／施工者に幸あれ　第86回／ほか
■architectural design【Overlap House】
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本体
1,759円＋税

特　集

鉄骨造の施工管理力UP術
本特集では，見落としてはいけない施工技術のポイント，正確に
は理解されていない施工技術のポイントを取り上げ，「施工計
画」と「施工管理」を中心に解説■監修：田中 剛，協力：（一社）
日本建設業連合会 建築生産委員会施工部会

■連載：RC造建築物の構造設計における変形モード・変位制
御　第3回／葬送のデザイン　第3回／新時代を拓く最新施工
技術　第113回／建築関連最新判例の解説　第63回／ほか
■architectural design【慶松幼稚園／eggg Cafe】

4
2 0 1 9

No.831
本体
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特　集

配筋から読み解く断面設計
本特集のテーマは，納まらない配筋。配筋が過密化・太径化する現
在では，構造設計時から施工を考慮した配筋を検討する必要があ
る。断面設計を行う際に，配筋図を考える際の注意点や勘所を解
説■監修：大塚秀三＋中田善久＋井上芳生

■連載：RC造建築物の構造設計における変形モード・変位制御　
第4回／葬送のデザイン　第4回／新時代を拓く最新施工技
術　第114回／建築関連最新判例の解説　第64回／ほか
■architectural design【日本平夢テラス】
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No.832
本体
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特　集

建築設備の基本知識から
協働する設計手法を探る
平面・立面・断面から建築設備設計を取り上げ，意匠・構造・施工と
の共有ゾーン（重ねしろ）における協働のあり方を解説
■監修：野部達夫，協力：（一社）建築設備技術者協会

■連載：RC造建築物の構造設計における変形モード・変位制御　
第5回／葬送のデザイン　第5回／新時代を拓く最新施工技
術　第115回／建築関連最新判例の解説　第65回／ほか
■architectural design【香美市立鏡野中学校武道館・プール】
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No.833
本体
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特　集

中大規模木質混構造の
新たな可能性を拓く
中大規模木造建築物が数多く建てられているが，実は混構造
建築が多い。これからの木質混構造の可能性を事例をとおして
探る■監修：大橋好光

■連載：RC造建築物の構造設計における変形モード・変位制御　
第6回／葬送のデザイン　第6回／新時代を拓く最新施工技
術　第116回／建築関連最新判例の解説　第66回／ほか
■architectural design【早稲田大学37号館 早稲田アリーナ】
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特　集

設計と施工を結ぶ
これからの設計図書情報
本特集では，発注者，設計者，施工者の間における設計図書情
報の正しい伝え方に着目し，情報伝達のツールである設計図書
の作成方法や読み方を解説■監修：浦江真人

■連載：RC造建築物の構造設計における変形モード・変位制御　
最終回／新時代を拓く最新施工技術　第117回／ほか
■architectural design【東京音楽大学中目黒・代官山キャンパ
ス／須坂双葉幼稚園】
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特　集

自分でつくろうMy断熱基準
省エネ法が改正され，住宅や小規模建物でも設計者は建築主
に対して説明義務が必要となる。設計した建物の断熱性能を理
解するアプローチを紹介■監修：南 雄三

■連載：東京料金所トールゲート上屋リフレッシュ事業の記録　第1
回／新時代を拓く最新施工技術　第118回／建築関連最新判
例の解説　第68回／ほか
■architectural design【追手門学院大学ACADEMIC-ARK】
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特　集

現場で知識を融合して
つくり込む構造設計
設計施工分離により，切り離された設計と現場の知識。現場の
知識を設計に盛り込む生産システム，現場で蓄積されてきた知
恵を活かした建築実例を紹介■監修：腰原幹雄

■連載：新時代を拓く最新施工技術　第110回
／建築関連最新判例の解説　第60回
／施工者に幸あれ　第84回／ほか
■architectural design【OVOL日本橋ビル】
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特　集

架構と加工の関係から
新たな組立工法の可能性を探る
組立構法は部品と部材で構成され現場で組み立てるため，早
い段階で多様なプレーヤーとの擦り合わせが必要となる。材料
別の架構・加工システム，加工技術を解説■監修：腰原幹雄

■連載：東京料金所トールゲート上屋リフレッシュ事業の記録　
第2回／新時代を拓く最新施工技術　第119回／建築関連
最新判例の解説　第69回／ほか
■architectural design【屋久島町庁舎】
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特　集

変わる木造建築物の防耐火設計
建築基準法が改正され，木造建築物の防耐火設計が変更にな
った。本特集では，防耐火に関係する法改正の概要解説に加
え，防耐火設計のポイントを解説■監修：萩原一郎＋河野 守＋
安井 昇

■連載：建築検査学とIT/AIの融合　第1回/新時代を拓く最
新施工技術　第120回／建築関連最新判例の解説　第70
回／ほか
■architectural design【大宮区役所・大宮図書館】
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特　集

建築防水をデザインに活かす
本特集では，防水材料の最新動向，部位における納まりや取
合いを解説し，建築デザインを実現するための防水技術を紹
介する。さらに，中大規模木造建築物や改修建物の建築防水
も紹介■監修：田中亨二

■連載：東京料金所トールゲート上屋リフレッシュ事業の記録　
第3回／新時代を拓く最新施工技術　第121回／ほか
■architectural design【昭和電工（大分県立）武道スポーツ
センター】


